よく 晴れて 前の 谷川 もい つもと まるでち が つ て 楽し 

ぼん こうざん 

くごろ ごろ 鳴った。 盆の 十六 日な ので 鉱山 も 休んで 

きゅう リ よう く はたけ しごと いちだんらく 

給 料 は 呉れ 畑 の 仕事 も 一 段落つ いて 今日 こそ 一 日 

ふ けむり 

そこらの 木 やとう もろこし を 吹く 風 も 家の なかの 煙 

さ ぼう 

に 射す 青い 光の 棒 もみん な 二人の ものだった。 

あ つ 

おみち は 朝から 畑に ある もので 食べられる もの を 集 

と かきち 

めて いろいろに 取り合せ てみ た。 嘉吉は 朝い つもの 

時刻に 眼 を さましてから 寝そべった まま 煙草 を 二、 三 

1 ふかして またす うすう 眠つ てし まった。 

おそ たいよう ゆる 

この 一 年に 二日し かない 恐らく は 太陽から も 許され 

そうな 休みの 日 を 外で は 鳥が is のように 啼き 日光が し 



ん しんと 降った。 嘉吉 がもう ひる 近いから と 起された 

の はもう 十 一 時 近くであった。 

もち えだまめ 

おみち は 餅の 三い ろ、 あんのと 枝豆 をす つてく るん 

しる こしら ぜん したく ま 

だのと 汁のと を 斿 えてし ま つ て 膳の 支度 もして 待つ 

ていた。 嘉吉は 楊子 をく わ いて 峠への みちをよ こ 

ねずみ しま 

ぎって 川に おりて 行った。 それ は 白と 鼠い ろの 縞の 

だいりせき じょう リ ゆう なが 

ある 大理石で 上 流に 家の ない そのき れいな 流れが ざ 

い わ かきち 

あざ あ 云 つ たり ごぼごぼ 湧いたり した。 嘉吉 はすぐ 

かわしも こうざん 

川下に 見える 鉱山の 方 を 見た。 鉱山 も 今日は ひっそり 

して 鉄索もう ごいて いず 青ぞら にう すくけ むつ ていた _ 

嘉吉 はせ いせいして それでも まだ どこ かに 溶けな い 熱 



こども た 

まだ 子供が なく 三年 経った。 

嘉吉は 小屋へ 入った。 

ほとけ おが 

(お前 さま 今夜 ほうの きさ 仏さん 拝み さ 行ぐ ベ。) お 

ぜん まめ もち さら お い 

みちが 膳の 上に 豆の 餅の 皿 を 置きながら 云った。 (う 

ん、 うな 行った だ がら 今年 あいいだ ない がべ が。) 嘉吉 

が 云った。 

(そだら 踊り さで も 出 はるます か。) 俄かに ぱっと 顔 

を ほてらせながら おみち は 云 つ た。 (ふん 見さ 行ぐ ベ 

さ。) 嘉吉 はすこし わらって 云った。 膳が できた。 い 

とうげ こ か いそう き 

くつ もの 峠を越え て 海藻の 〔数 文字 空白〕 を 着せた 馬 

+5 こ お ま 

に 運ばれて 来た てんぐさ も 四角に 切られて 朧 ろに ひ 



かきち こども はし 

かった。 嘉吉は 子供の ように 箸 をと り はじめた。 

おもて かわぎし たた 

ふと 表 の 河岸で 力— ンカ— ンと岩 を 叩く 音が した。 

一 一人 はぎよ つ として 聞き耳 をた てた。 

いまごろ たんこう 

音 はなくな つた。 (今頃 探鉱な ど 来る はず あない 

ちち 

な。) 嘉吉は 豆の 餅 を 口に 入れた。 音が こちこち また 

起った。 

こさ せんだい リ よう 

(この 餅斿 える の は 仙台領 ばかり だ もな。) 嘉吉 はも 

うそつ ち を 考える の を やめて 話しかけた。 (は あ。) お 

みち はけれ ど も 気の 無 さそう に 返事し てま だお もての 

音 を 気にして いた。 

(今日は ちょっとお 訪ねいた します が。) 門口で 若い 



水々 しい 声が みった。 (は あい。) 嘉吉は 用が あつたか 

まわ 

ら こっちへ 廻れと い つた 風で 口 を もぐ もぐしながら 

云った。 けれども その 眼 はじつ とおみち を 見て いた。 

(あつ、 こっちで すか。 今日は。 ご飯 中 を どうも 

失敬し ました。 ちょっと お尋ねし ますが、 この 上流 

に 水車が ありまし ようか。) 若い かばん を 持って 鉄槌 

を さげた 学生だった。 (さあ、 お前さん どこから 来な 

すった。) 嘉吉は 少しむ かっぱら をた てた ように 云った。 

(仙 台の 大学の もんです がね。 地図に はこの 家が なく 

かきち ば か 

水車が あるんで す。) (はは あ。) 嘉吉は 馬鹿にし たよう 

にみ つた。 青年 はすつ かり 照れて しまった。 



(まあ 地図 をお 見せなさい。 お掛けなさい。) 嘉吉は 

しょうりんく い 

自分 も 前 小 林 区に 居た ので 地図 は 明るかった。 学生 は 

地図 を 渡しながら 云われた 通りし きいに 腰掛けて し 

だいどころ 

まった。 おみち はすぐ 台所の 方へ 立って 行って 手早 

もち かいそう に ぜん 

く 餅 や 海藻と ささげ を 煮た 膳 を こしらえて 来て、 

(お あが※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 134-7U な※ 〔# 小 書き 平 

仮名ん、 134-7U え) と 云った。 

(こいつ あ 水車じゃありません や。 前 じきそ こに あつ 

かけて せいれんじょ きんこう つ 

たんです が掛 手金 山の 精 鰊 所で さ。) (ああ、 金鉱 を搗 

く あいつで すね。) (ええ、 そう、 そう、 水車って 云え 

ば 水車で さあ。 ただ 粟 や 稗を搗 くんで ない 金を搗 くだ 



けで。) (そしてお 家 はま だ 建た なかつ たんです ね、 い 

しょ くじ じゃま 

やお 食事のと ころ をお 邪魔し ました。 ありがとう ござ 

いました。) 

学生 は 立とうと した。 嘉吉 はおみ ちの 前で もう 少し 

て きばき 話 を つづけたかった し、 学生が すこしも こつ 

わる う 

ち を 悪く 受けない のが 気に入つ て あわてて 云った。 

ぼ，？ 

(まあ、 ひとつお つき 合いなさい。 ここら は 今日 盆の 

あそ かく 

十六 日で こうして 遊んで いるんで す。 かか あ もせつ 角 

こさ きゃく はじ 

栴 えたのお 客さん に 食べて いただ かないと 恥 かき ま 

すから。) (お あがん な※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 134-12 え。) 

おみち も 低く 云った。 



学生 はしば らく 立 つ ていたが 決心した ように 腰 をお 

ろした。 (そい じ や 頂きます よ。) (はつ は、 な あに、 

ちそう 

こごらの ご馳走 てばこ つ たな もんで は。 そうする ど あ 

ちし つ 

な だは 大学で は 何の ほうで。) (地質です。 もうからな 

しごと もち かの い 

い 仕事で。) 餅 を嚙み 切って 呑み 下して また 云った。 

かせき かきち 

(化石 を さがしに 来たんで す。) 化石 も 嘉吉は 知ってい 

た。 (そこの 岩に ありした か。) (ええ 海 百合です。 外 

じょうりゅう しょ 

でもと りました。 この 岩 はま だ 上流に も 二、 三ケ所 

出て いましょう ね。) (はあはあ、 出て ます 出て ます。) 

学生 は 何でももう 早く 餅 をげ ろ 呑みに して 早く 生きた 

いように も 見え また やっぱり 疲れても いれば こういう 



款待に 温 さ を 感じて まだ 止まって いたいよう にも 見 

えた。 

(今日は そうせば とど こまで。) (ええ、 峠まで 行って 

かえ けんどう おお ふなと 

引つ 返して 来て 県道 を 大船 渡へ 出ようと 思います。) 

こんばん とま うば い し 

(今晩のお 泊り は。) (姥 石まで 行けましょう か。) (は 

あ、 ゆっくりで ご あ※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 135-11〕 す。) 

(いや、 どうも 失礼しました。 ほんとうに いろいろ ご 

ちそう かばん 

馳走に なって、 これ はほんの 少しです が。) 学生 は鞫 

しきし ま はこ お 

から 敷 島 を 一 つと キャラメルの 小さな 箱 を 出して 置い 

た。 (な あにす、 そた なごと お前さん。) おみち は 顔 を 

お もど 

赤く して それ を 押し戻した。 



(もう ほんの。) 学生 はさつ さと 出て 行った。 (な あん 

だ。 あと 姥 石まで 煙草 売る どこない も。 ぼかげ で 置い 

で 来。) おみち は 急いで 草履 をつつ かけて 出た けれど 

も 間もなく 戻って 来た。 (脚 早くて。 とっても。) (若 

リちギ .J かきち 

いがら 律儀 だ もな。) 嘉吉 はまた ゆっくり くつろいで 

くだ しょうゆ 

うすぐ ろい てん を 砕いて 醬 油に つけて 食った。 

むすめ 

おみち は 娘 のよう な 顔い ろで まだ ぼんやり したよ 

すわ 

うに 座って いた。 それ は嘉吉 がお みちを 知って から わ 

ど ひょうじょう 

ず かに 二度 だけ 見た 表 情であった。 

(おらに も ああい う 若 いづぎ あつたんだ がな、 ああい 

おもしろ ひま い 

う 面白い 目 見る 暇ない がった もな。) 嘉吉が 云った。 



(あん。) おみち はま だ ぼんやりして 何 か 考えて いた。 

嘉吉 はかつ となった。 

(じ やい、 はきはき ど 返事せ じ や。 何で あ、 あたな 人 

やつ 

形 こさ 奴 さあす ぐに ほれ やがて。) 

(何 云う ベ この 人 あ。) おみち はさ あ つ と 青 じろ くな つ 

てまた 赤くな つた。 

くそ つき 

(ええ 糞 その つら 付。 見 だぐな い。 どこ さで もけ づが 

れ。 びつ き。) 嘉吉 はまる で 落ち はじめた なだれの よ 

ぜん むこ と 

うに 膳 を 向う へけ 飛ばした。 おみち はとうとう うつぶ 

せに な つ て 声 を あげて 泣き出した。 

ふ な ひとっこ ぱだ 

(何 だい。 あつたな 雨 降れば 無ぐな るよう な 奴 m こ 



もう わ きげん と 

さ、 食えの 申し訳げ ない の 機嫌 取り やがて。) 嘉吉 はま 

たそう 云 つ たけれ ども すこしも それに 逆 うで もな く 

ただ 辛そう にしく しく 泣いて いるお みちの よごれた 

こくら ふる 

小 倉の 黒い えり ゃ顫 うせな か を 見て いると 一 一人と も 何 

こども 

年ぶり かの ただの 子供に なって この 一 日 を ままごとの 

ようにして 遊んで いたの をめ ちゃめち やに こわして し 

かんてん 

まった ようで からだが 風と 青い 寒天で) J ちゃ ごち やに 

なさけ 

された ような 情ない 気がした。 

(おみち 何で あその 年して で わらす みだいに。 起ぎ 

ろったら。 起ぎ で 片付げ ろったら。) 

おみち は 泣きじゃくりながら 起き あがった。 そして 



そんな こと を 考える なんて ある ことで ない。 そうだと 

すると おれが あんな 大学生と でも 引け目な しに ぱリぱ 

リ談 した。 その おれの 力 を 感じて いたの かも 知れない。 

こうふ ばか 力た 

それに おれに は 鉱夫 どもに さえ 馬鹿に はされ ない 肩 や 

腕の 力が ある。 あんな ひょろひょろした 若造に くらべ 

て は 何と 云っても おみちに はおれの ほうが 勝ち目が あ 

る。 

こ かきち い 

(おみち、 ちょっと こさ 来。) 嘉吉が 云った。 

た すわ 

おみち はだ まって 来て 首 を 垂れて 座った。 

じょうだん わが おもしろ 

(うな まるで 冗談 づ ごと 判らないで 面白ぐな いもな。 

ぼん あそ 

盆の 十六 日 あ 遊ばない ばつ まらない。 おれ 云った なみ 



んな うそ さ。 な。 それでも ああい うきれ いな 男うな だ 

す あま 

て 好ぎ だべ。) (好かない。) おみちが 甘える ように 云つ 

た。 

(好ぎ た つ て 云ったら おれ ごしゃぐ ど 思う が。 そのこ 

みすく さ 

らいな ごと 云って ごしゃぐ ような 水臭い おら だない な。 

誰 だってき れいな もの すぎさな。 おれ だって 伊手で で 

も いいあね こ 見れば その 話 だてす る さ。 あの あんこ だ 

て 好ぎ だべ。 好ぎ だて 云え。 こう 云う ごと ほんと 云う 

ご そ 実 あある づ もんだ。 な。 好ぎ だべ。) おみち は 

こども な 

子供の ようにうな ずいた。 嘉吉 はま だくし やくしゃ 泣 

いてお どけた ような 顔 をした おみち を 抱いて こつ そり 



耳へ ささやいた。 (そだ がら さ、 あの あんこ 肴に して 

今日 あ 遊ぶ ベ じ やい。 いいが。 おれあの あんこう なさ 

と も だいじょうぶ で か 

取り持 づ。 大丈夫 だでば よ。 おれこれ がら 出掛げ て 

峠 さ 行ぐ までに 行ぎ あ つ て 今夜の 踊り 見るべし てす 

すめる がらよ、 な あに どごまで 行が な い やな い よう だ 

ない がけな。 そして 踊リ 済まって がら 家 さ 連れで 来て 

じっか とま 

おれ 実家 さ 行って 泊って 来る がらうな こっちで 泣いて 

頼んで みなよ。 おれの 妹 だって 云えば いい がらよ。 そ 

して さ 出来れば よ、 うな も 町 さ 出 はても うんと いい 女 

子だづ ごと も わがら。) 

むね あくま 

おみちの 胸 はこの 悪魔の ささやきに どか どか 鳴った _ 



かきち の 

それから いきなり 嘉吉 をと び 退いて、 

さわ や 

(何 云う ベ、 この 人 あ、 人ば がに して。) そして 爽か 

わら ね てんじょう 

に 笑った。 嘉吉も ごろり と 寝そべって 天井 を 見なが 

ら何 べん も 笑った。 そこでお みち は はじめて 晴れ晴れ 

こしら かんてん もち 

じぶんの 栴 えた 寒天 もた ベた。 餅 もた ベた。 キャラ 

はこ しきし ま よこた 

メルの 箱と 敷 島 は 秋ら しい 日光の なかに しずかに 横 

わった。 



底本： 「ボラ— ノの 広場」 角 川 文庫、 角 川 書店 

1996 (平成 8) 年 6 月お 日 初版 発行 

底本の 親 本 " 「新 校本 宫澤賢 治 全集」 筑摩 書房 

1995 (平成 7) 年 5 月 

入力 ： ゆうき 

校正 .. norik:o sadto 

2 009 年 8 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



